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自
死
遺
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分
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合
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〜

〜
自
死
遺
族
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分
か
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合
い
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    「
自
死
で
家
族
を
亡
く
し
た

「
自
死
で
家
族
を
亡
く
し
た

      

あ
な
た
に
伝
え
た
い
こ
と
」

あ
な
た
に
伝
え
た
い
こ
と
」

　

大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
し
た
場
合
、

深
い
悲
し
み
や
心
の
痛
み
を
周
囲
の
人

に
話
す
こ
と
が
難
し
く
、
心
理
的
・
社

会
的
に
孤
立
し
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

同
じ
経
験
を
持
つ
遺
族
や
支
援
者
な
ど

が
集
う
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

分
か
っ
て
く
れ
る
人
は
必
ず
い
ま
す
。

参
加
し
、
想
い
を
語
り
、
聴
い
て
み
ま

せ
ん
か
？

■
日
時

　

８
月
６
日(

土)　

13
時
〜
16
時
30
分

■
場
所　

大
通
会
館
リ
リ
オ

　
　
　
　
（
盛
岡
市
大
通
１
丁
目
11
ー
８
）

■
内
容　

▽
公
開
講
座
（
講
演
、
自
死

　

遺
族
交
流
会
の
紹
介
、
県
内
の
取
り

　

組
み
説
明
な
ど
）　

▽
自
死
遺
族
交

　

流
会
（
遺
族
同
士
の
分
か
ち
合
い
）

■
申
込
み
、
問
い
合
わ
せ
先　

　

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
盛
岡
市
本
町
通
３
丁
目
19
ー
１
）

　

☎
０
１
９
・
６
２
９
・
９
６
１
７

﹇
申
込
締
切
﹈
７
月
29
日(

金)

ま
で

に
電
話
な
ど
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〔15〕平成28年７月１日・広報くずまき

健康福祉ネットワーク

広報くずまき広報くずまき・平成28年７月１日・平成28年７月１日〔14〕〔14〕

能
が
十
分
に
発
達
し
て
い
ま
せ
ん
。
ま

た
、
晴
天
時
に
は
、
地
面
に
近
い
ほ
ど

気
温
が
高
く
な
る
た
め
、
身
長
が
低
い

子
ど
も
は
大
人
よ
り
さ
ら
に
暑
い
状
態

に
あ
り
ま
す
。

　

顔
が
赤
く
な
い
か
、
ひ
ど
く
汗
を
か

い
て
い
な
い
か
、
観
察
し
ま
し
ょ
う
。

▼
高
齢
者

　

高
齢
者
は
暑
さ
や
喉
の
渇
き
を
感
じ

に
く
い
た
め
、
熱
中
症
を
発
症
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ト
イ
レ
が
近
く

な
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
水
分
を
控
え

る
方
も
お
り
、
室
内
で
も
熱
中
症
に
か

か
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　

周
囲
の
方
の
声
掛
け
な
ど
、
地
域
で

高
齢
者
を
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
を
防

熱
中
症
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

▼
暑
さ
を
避
け
ま
し
ょ
う　

暑
い
日
は

無
理
を
せ
ず
、
涼
し
く
過
ご
せ
る
よ
う

工
夫
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
通
気
性
が

良
く
、
涼
し
い
服
装
で
熱
を
逃
が
す
よ

熱
中
症
の
症
状
は
？

熱
中
症
の
症
状
は
？

　

高
温
多
湿
の
環
境
で
大
量
に
汗
を
か

き
、
体
温
の
調
節
機
能
が
う
ま
く
働
か

な
く
な
っ
た
状
態
を
熱
中
症
と
い
い
ま

す
。
体
に
熱
が
こ
も
る
こ
と
で
、
臓
器

の
働
き
を
悪
く
し
、
次
の
よ
う
な
さ
ま

ざ
ま
な
症
状
が
現
れ
ま
す
。

　

や
や
重
い
症
状
が
あ
る
方
は
、
早
め

に
医
療
機
関
を
受
診
し
、
周
囲
に
重
い

症
状
の
方
が
い
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
救

急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

▼
軽
い
症
状　

め
ま
い
・
失
神
、
筋
肉

痛
、
手
足
の
し
び
れ
、
気
分
の
不
快
感

▼
や
や
重
い
症
状　

頭
痛
、
吐
き
気
・

嘔
吐
、
体
が
ぐ
っ
た
り
す
る
。

▼
重
い
症
状　

意
識
が
な
い
、
け
い
れ

ん
、
手
足
が
動
か
な
い
、
体
温
が
高
い
。

特
に
注
意
が
必
要
な

特
に
注
意
が
必
要
な
人
は
？

▼
乳
幼
児

　

思
春
期
前
の
子
ど
も
は
体
温
調
節
機

【問い合わせ先】健康福祉課 ☎66-2111

熱
中
症
に
注
意
！

　

昨
年
、
熱
中
症
の
死
亡
者
は
全
国
で
９
２
６
人
に
上
り
、
誰
も
が
熱
中
症

に
な
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
炎
天
下
の
屋
外
は
も
ち
ろ
ん
、
室
内
で
も
熱
中

症
に
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、こ
れ
か
ら
の
季
節
は
注
意
が
必
要
で
す
。

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
こ
ま
め
に
水
分
補
給　

喉
が
渇
く
前
、

起
床
時
、
入
浴
前
後
に
、
必
ず
水
分
補

給
を
し
ま
し
ょ
う
。　

▼
急
に
暑
く
な
る
日
に
注
意　

暑
く
な

り
始
め
、
急
に
暑
く
な
る
日
、
熱
帯

夜
の
翌
日
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

徐
々
に
暑
さ
に
慣
れ
る
工
夫
を
し
ま

し
ょ
う
。

▼
暑
さ
に
備
え
た
体
作
り
を　

日
頃
か

ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
で
汗
を
か
く
習

慣
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。
夏
の
暑
さ

に
対
抗
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

▼
体
調
管
理
に
十
分
注
意　

き
ち
ん
と

朝
食
を
取
り
、
過
度
の
ア
ル
コ
ー
ル
摂

取
、
寝
不
足
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

▼
互
い
の
配
慮
を
大
切
に　

お
互
い
の

体
調
に
注
意
し
て
、
声
を
掛
け
合
い
ま

し
ょ
う
。
昔
な
が
ら
の
「
ひ
と
涼
み
し

よ
う
」
と
い
う
気
持
ち
を
大
切
に
。

公
開
講
座
の
お
知
ら
せ

「児童扶養手当」の加算額が変わります
　８月１日から「児童扶養手当法」の一部が改正され、児童扶養手当の
第２子の加算額および第３子以降の加算額が変更されます。

ひとり親のご家庭へ

大切なお知らせ

　ひとり親のご家庭は、子育てと生計を１人で担わなければなら
ず、生活上のさまざまな困難を抱えています。
　特に子どもが２人以上いるひとり親のご家庭は、より経済的に
厳しい状況にあるため、第２子の加算額と第３子以降の加算額が
増額されることになりました。
　今回は特に経済的に厳しい状況にあるひとり親のご家庭に重点
を置いた改善を目的としているため、それぞれのご家庭の所得に
応じて加算額が決定されます。
■増額の支払月
　８月分から加算額が増額されますが、８月から11月分は、４
カ月分の児童扶養手当の支給月である12月に支払われます。

平成平成2929年年４４月から月から
物価スライド制物価スライド制をを導入導入
　物価の上下に合わせて支
給額が変わる「物価スライ
ド制」を、児童扶養手当の
加算額にも導入します。

　物価スライド制とは、物の価格の上がり下がりを表した「全国
消費者物価指数」に合わせて、支給する額を変える仕組みです。
　子どもが１人の場合の手当額には、既にこの物価スライド制を
導入していますが、子どもが２人以上の場合の加算額にも平成
29年４月から導入します。

　平成28年度葛巻町「歯と口の
健康週間」図画・ポスター・啓発
標語コンクールの審査が６月８日、
総合センターで行われました。
　図画の部に33点、ポスターの部
に36点、啓発標語の部に50点の
応募があり、審査の結果、各部の
上位入賞者は次のとおり（敬称略）。

▼図画の部（小学校低学年）
　金賞＝栗村脩斗（五日市小３年）
　銀賞＝土谷奏太（小屋瀬小３年）
　銅賞＝松長根誠大（五日市小３年）

▼ポスターの部（小学校高学年）
　金賞＝久保春汰（五日市小４年）
　銀賞＝八幡遥奈（葛巻小５年）
　銅賞＝千葉若菜（吉ヶ沢小５年）

▼啓発標語の部（中学生）
　最優秀賞
　　久保帆夏（江刈中３年）
　　「歯みがきで
　　　つながる未来  笑顔の輪」
　優秀賞
　　佐藤里咲（小屋瀬中１年）
　　畠山春輝（小屋瀬中１年）　

図画の部
【金賞】
栗村脩斗君
（五日市小３年）

ポスターの部
【金賞】
久保春汰君
（五日市小４年）

８月８月からから加算額加算額をを増額増額

第２子

月額５千円
⬇

最大で月額１万円に

第３子以降

月額３千円
⬇

最大で月額６千円に

葛巻町「歯と口の健康週間」図画・ポスター啓発標語コンクール　入賞者決定

牛乳で水分補給す
る五日市保育園の
子どもたち


